
　男性の 20 人に 1 人、女性の 500 人に 1 人いる
とされている色弱者（足立区でも推計で 1万 7000
人以上）。また、先天的なものだけでなく、高齢に
よる白内障でも色の区別がつき難くなります。
　いままで見落とされてきた、「色（カラー）に関
するユニバーサルデザイン」への配慮を議会で提
案しました。
　現在、足立区では公共施設の案内板や区の広報
などへの導入が進み、全国でもトップレベルの対
策が進んでいます。

　区議会議員として活動するにあたり、私が大切にしているのは、「区
民の皆さんのお声」であり、「区民の皆さんの目線」です。
　この間、多くの皆様から「足立区をよくするため」のさまざまなお声
をいただいてきました。
　それらのお声をもとに、他の地域での取り組みなどを調査・研究し
ながら、足立区にとってもっとも良いと思われる政策、本当に区民の
皆さんのためになる政策を提言し、その中には実現しているものが多
くあります。
　これからも「区民の皆さんの目線」を第一に、「東京23 区で一番
素敵な街・足立区」を目指して、がんばってまいります。
　今号では、これまで議会で提案した政策、実際に実現した取り組
みについて、ご紹介いたします。

みんなにやさしい足立区へ。
カラーユニバーサルデザイン（CUD）の導入
全国で一番の取り組みが進んでいます！

 中国残留帰国者

 高齢者の見守り

 ハラスメント
 （いやがらせ）の防止

　日本人でありながら言葉も文化も違う地域での
生活を余儀なくされた中国残留帰国者の皆さんが、
足立区には多く生活されています。
　いわば戦争の犠牲者とも言える皆さんが足立区
で安心して生活を送れるよう、地域のコミュニティ
との交流や機関紙の配布を求めました。
　現在、各地での交流会の実施や情報紙「帰国者
だより」による情報提供が実現しています。

　社会的に認知度の高いセクシャルハラスメント以
外にも、優越的な地位を利用したパワーハラスメ
ントなどは、区の職員や議員、区民の皆さんとの
間に潜在すると思われます。
　実態調査や防止に向け、区として民間企業のお
手本となるような取り組みを求めました。
　足立区では、現在、庁内でハラスメントに関する
アンケートを実施するなど、理解や防止に向けた
取り組みが始まっています。

　私が議会で提案し、足立区で取り組みが進ん
でいる「カラーユニバーサルデザインの導入」が、
マニフェスト大賞（審査委員長：北川正恭氏）の 
最優秀政策提言賞を受賞いたしました。5 回目
となった昨年は、党派を問わず、全国から過去
最高の 1291 団体 1540 件の応募がありました。

　足立区の事件が発端となり社会問題にまで発展
した「所在不明高齢者問題」。民生委員を中心に地
域の皆さんによる見守りがもっとも有効な解決手
段だと考えています。また足立区で現在進められ
ている「ヤクルト訪問事業」の要件緩和などによる
拡充や、水道メーターなどと連動した見守りシステ
ムの導入などを提案しています。

足立区初！第 5 回 マニフェスト大賞 
最優秀政策提言賞を受賞
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　全国で男性の 20 人に 1 人、女性の 500 人に 1 人
が色覚障害をもつとして、公共施設の案内表示や、区

が発行する印刷物について、「カラーユニバーサルデザイン」の
導入を提言。具体的には、区の案内表示や印刷物を作成する際に
色使いを配慮することで対応する。これに伴う新たな財政負担は
生じない。この提言によって、色覚障害者の生活の利便性が高ま
ると共に、色覚障害への人々の理解が深まることが期待される。

審査員
講評

第 5 回マニフェスト大賞授賞式にて最優秀政策提言賞のトロフィーを受けとる長谷川たかこ
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連絡先をシールで貼るという対応をしていただきま
した。
　看板の付け替えなど多額の費用をかけなくても、
工夫次第で対応できることはたくさんあります。

 災害対策
　区民の皆さんの生命と財産を守ることが区政に
与えられた重要な責務です。
　年々頻発する異常気象による大規模な災害や地
震、インフルエンザなどの伝染病よる災害など、
区として災害時の事業継続計画（BCP）や、大規
模災害時に役に立つ施設の屋上などのヘリサイン、
また遠方自治体との相互防災協定などの整備を求
めています。
　ヘリサインについ
ては、小中学校 65
校の屋上に設置され
ました。

 放置自転車問題
　足立区の犯罪認知件数の多くを占める自転車盗
難の犯罪の温床のひとつになっていると考えられる
放置自転車問題。
　しかし調べてみると、駐輪場の数は決して少なく
ありません。問題は、便利で使いやすい場所やシ
ステムの駐輪場が不足していることです。
　綾瀬駅周辺では、事業者の協力もありラック式
の駐輪場の設置など、放置自転車の減少に向けて
取り組みが進んでいます。

私は「実行力」で勝負する。

安全で安心して暮らせる足立区に

  赤ちゃんほっとスポット
　子どものオムツ替えや授乳が出来
る施設「赤ちゃんほっとスポット」を、
事業費 450 万円をかけ区内全保育
園に設置することが検討されていま
した。他区の事例研究などから、予算の再検討と駅・
公園付近など利用者が見込める保育園のみでの実
施を求めました。結果、当初の 10 分の 1 以下の
32 万 4 千円の予算で、効率的に展開されています。

 おいしい給食事業
　子ども達の学校給食の食べ残しの減少のために
始められた「おいしい給食事業」。給食に関心を持っ
てもらうなど一定の効果はあるものの、給食をお
いしくするだけが対策であるとは思えません。
　給食も満足に食べることが出来ない貧しい国の
子ども達がいることや、食の安全、食料自給率の
問題といったことを学ぶ「食育」こそが重要と考え、
事業のあり方について提案を行っています。

無駄をなくし、区民の
皆さんのための事業を

 環境サミット
　当初予算では 430 万円だったにもかかわらず、
包括予算制度の適用などにより、当初議会が認め
た予算の 10 倍以上となる 4600 万円もの経費で
実施された「環境サミット in 足立」。
　事業計画の不十分さ、予算計上や包括予算制度
の運用のあり方の改善を提案するとともに、環境
サミットの効果の検証と、その後の事業展開につ
いても強く求めました。

 ワンチャリ・ツーロック
　自転車盗難防止の「ワンチャリ・ツーロック」作戦。
自転車盗難件数は減少傾向にあるものの、キャン
ペーンとして無料で配布されたチェーン鍵は、ほと
んど利用されているところを見かけないばかりか、
利用状況の把握も含めたツーロックの実施状況の
検証さえ行われていません。より効率的で効果的
な事業の実施と、その検証を行い次につなげてい
くシステムの確立を行政に求めています。

4年間の活動ご報告

より皆様のための足立区へ

 区役所・区民事務所の 
 休日の窓口サービス
　足立区では現在、毎月第 4 日曜日に休日開庁を
行っていますが、手続きには期限があるものもあり

（転入手続きは引越し後14 日以内）、月一回の休
日開庁では、タイミングによっては結局利用でき
ないことになってしまいます。
　働いている区民の皆さんの利便性向上のために
も、費用対効果などの検証を十分にしながら休日
開庁の拡充を求めています。

 足立区のＰＲ
　足立区の PR を目的に発足した「シティープロモー
ト課」ですが、十分にその目的が果たされている
とは言えません。
　足立区での先進的な取り組みを紹介したり、ドッ
クランやサイクリングロード、ウォーキングコース
の整備など、積極的に「足立区の名物」を創って
いく取り組みや「あだちブランド」の活用を含め、
縦割りとなっている区の部署を横断するような全庁
挙げての取り組みを提案しています。

おかげさまで4年間、皆様の声をもとに様々な課題解決をお手伝いさせていただきました。
議員の本分はズバリ、区民の皆様のための政策を実現させること。
小さな解決の積み重ねがやがて大きな幸せにつながると信じて、
長谷川たかこは今日も足立区全域で活動を続けています。

 放課後子ども教室
　区内の全小学校で設置をされた「放課後子ども
教室」ですが、平日毎日実施している学校はおよそ
１／３にしか過ぎません。子ども達の安全な居場所
として、全校で開設という数字に満足することなく、
地域の皆さんと協力しながら全校での平日毎日実
施に向けて、さらに取り組みを進めてまいります。

 公園の休日連絡先
　子ども達の安全な遊び場として、区民の皆さんの
憩いの場として多くの人が利用する公園ですが、遊具
の故障や事故などが起こった際、平日は区役所など
に連絡をすればいい
ものの、休日の連絡
先が表示されていま
せんでした。
　区の担当課に相談
したところ、すぐに

BCPの作成、ヘリサイン
相互防災協定
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　日本では、年間 3500 人以上の方が子宮頸が
んで亡くなっていると推定されています。2009 年
に認可されたワクチン接種で子宮頸がんの発生を
70％減少させることができるとも言われています。
　すでに助成が始まっているヒブワクチンに加え

 不妊治療の助成
　子どもを望むご夫婦のおよそ１割が不妊症で悩
んでいると言われています。不妊治療は、1 回当た
りの治療費が高額なだけでなく、治療に時間もか
かるなど、経済的に大きな負担となります。
　子どもの数は、その国の未来の活力といっても
過言ではありません。
　都の助成事業の対象となっている特定不妊治療
だけでなく、一般不妊治療まで適応範囲を広げた
足立区独自の助成制度を提案しています。

私は「実行力」で勝負する。

母親・女性ならではの視点で

公園への家庭ゴミ投棄対策　
　美観も防犯も損なうとのご意
見から、マナー向上の表示板を
設置。ゴミ箱の撤去だけでな
い根本的な対策を思案中です。

保育ママの相談体制を強化
　保育ママの問題行動について、保護者の方から
ご相談がありました。保育ママの認定のあり方や
相談体制の確立などを区の担当者に要請しました。

法務局の案内地図表示
　法務局が分からず、綾瀬駅周辺で迷う人が多数！
施設は葛飾区ですが、最寄の綾瀬駅を利用される
方の利便性のために案内表示を増設しました。

綾瀬駅東口・南北自由通路の安全
　自転車に乗ったまま通行さ
れる方が多く、歩行者と接触
事故の危険がありました。区
の担当者や鉄道事業者と検討
し、自転車を降りての通行を
呼びかける看板を設置しました。

より皆様のための足立区へ
 あだち区民まつり
　毎年、荒川の河川敷で行われている「あだち区
民祭り（A フェスタ）」。区民の皆さんのためのイベ
ントにも関わらず、開催場所への交通の不便さか
ら参加を断念しているご高齢者や小さなお子さん
をお連れの方などがいらっしゃいます。（私も、子
どもが小さい時は、参加できませんでした）
　議会で提案をした結果、昨年から無料のシャト
ルバスの運行が始まっています。

東綾瀬公園「やざえもん橋」改修
　老朽化が進み、崩落の危険
があったやざえもん橋。区の
担当者に実情を知らせ、すぐ
に工事していただきました。

西新井栄公園・しょうぶ沼公園
　公園内の車両通行禁止通路
を自転車が通り抜け、危険な
状態に。乗り入れ禁止マーク
の掲示や駐輪スペースの設置
で安全を確保しました。

千住 4丁目道路の歩道幅
　幹線道路への抜け道となっている細い生活道路
で、人と車の接触の危険があったため、歩道幅を
広げ、スピード制限・危険を示す看板を設置。

竹ノ塚地域での消防車進入確認
　細い路地にある集合住宅に緊急車両が到着で
きない可能性がありました。実際に車両を走らせ、
ルートを選ぶことにより到着が可能なことを確認し
ました。

て、子宮頸がんワクチンや肺炎球菌ワクチンなど、
皆さんの命を守るために「治療から予防へ」の観
点での提案を行ってきました。現在、国の制度の
開始にともない、足立区でも今年の 4 月から子宮
頸がんワクチンの助成制度の検討がされています。

 子どもの権利を守る
　現在ある制度では、大人が子ども達をどのよう
に見守って助けていくかという仕組みはあるもの
の、子ども達が自分でどのように身を守っていくか、
子ども達への教育という視点が不足しています。
　子どもの権利に関する理解や、相談・通報制度
の利用など、子ども達の視点での政策の提案を行
いました。
　現在、虐待・相談・通報制度についての資料が、
小中学生を対象に配布されました。平成 23 年度
には、赤ちゃんを見守る保健師の虐待防止マニュ
アルが作成されるなど、提案した取り組みが進んで
います。

 ワクチン接種への助成事業

 親業研修の実施
　あらゆる人間関係において、お互いに人間とし
て成長し、共に生活できるためのスキルの原点は、
親による子供への接し方・育て方にあります。
　「親としての役割」を効果的に果たすための訓練、
親を育てる、いわゆる「親業研修」が必要と考え
提案を行いました。
　現在の保護者会などでの啓発に加えて、入園・
入学など子どもの成長に合わせた取り組みの検討
が始まっています。

一人ひとりのお声も区政に

長谷川たかこの提案した「行政・まちづくりへの
カラーユニバーサルデザインの導入」が
第5 回マニフェスト大賞最優秀政策提言賞を受賞しました。
様々なアドバイスを頂きました皆様に
心から感謝申し上げます。

シャトルバス運行で会場までの利便性が高まりました
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日本一の挑戦はまだまだ続きます！　　　　 　　

ユニバーサルデザインの推進
　全国的にも先進的な取り組みが進んでいるカ
ラーユニバーサルデザインを含め、体の不自由な
方、お年寄り、小さな子どもやその保護者の方、
怪我をした方、外国人、そしてもちろん健康な方
まで、全ての皆さんにやさしい「ユニバーサルデザ
インの街づくり」の推進に向け、条例の制定も視
野に取り組みを進めていきます。

児童・生徒、保護者、地域社会の多面的視点で    

安心できる学校生活
　子ども達だけでなく、学校の先生もフォローする
カウンセラーや副担任制度の積極的な活用により、
教育の質の向上を図ります。
　また、学童保育と放課後子ども教室の拡充や連
携を進め、子ども達の安全で安心できる放課後の
居場所作りに努めます。

共働きやパートなど多様な働き方に対応！    　　  

待機児童問題の解決
　区有施設やその空きスペース、学校などの空き
教室を利用することにより、保育施設の拡充を図っ
ていきます。
　また、保育ママ制度を積極的に活用することに
より児童数の急激な変化にも対応でき、それぞれ
の制度の連携により、希望者全員が利用できる「あ
だち保育システム」を構築していきます。

増える自転車、人も車も安全に　　　　　　　　 

大型駐輪場の整備
　主要駅に大型の駐輪場施設（地下）を設置する
ことで、放置自転車を減少させるだけでなく、防
犯対策、景観向上、通行の安全を確保します。また、
駐輪場の心配がなくなり、多くの人が自転車で駅
にアクセスすることにより、駅利用者による買い物
など、周辺商店街の活性化も期待できます。

歩いて楽しい足立区に　　　　　　　　　　　　 

商店街の活性化
　周辺の駐輪場の整備にあわせて、商店街の空き
店舗、保育施設やサロン、区の出張所などに利用
することにより、利用者の利便性の向上と商店街
の活性化を同時に進めます。

すべての命が守れる足立区に                            

「かかりつけ医」と「高度医療」
　66 万人以上が生活する足立区の救急医療体制
は十分とは言えません。高度な救急患者の受け入
れが可能な第三次救急医療機関や、一般の病院で
は特に難しい周産期母子医療機関の誘致を進めま
す。これら高度医療機関と地域の「かかりつけ医」
の連携で、緊急時のスムーズな処置を目指します。

まずは議員自らが襟をただす姿勢を　　　　　    

議会基本条例の制定
　各地で行政と議会の役割が見直され、二元代表
制の一翼を担う議会のあり方が問われています。区
議は皆さんの代表です。議論の活性化などを目的
とした「足立区議会基本条例」の制定を目指します。

区内の仕事を守り、育てます　　　　　　　　    

公契約条例の制定
　入札で決まる区の発注事業。過度な低価格入札
は落札・下請け事業者で働く皆さんにしわ寄せが
きます。入札制度の公平性や透明性を確保しつつ、
適正な入札が行われることにより働く皆さんの生
活を守る「足立区公契約条例」の制定を目指します。

本当に必要な事業は時代で変わります　　　　    

区民参加型事業仕分け
　平成 22 年度現在で 814 ある全ての事業につい
て、必要性や適正規模を費用対効果の観点から見
直します。特に特定団体への長年にわたる委託事
業や波及効果が乏しい事業を中心に、区民の皆さ
んに開かれた事業仕分けの実施を目指します。

生活保護受給者の雇用対策
　厳しい景気状況の中で、職を失う人が足立区
でも増えています。また、同時に足立区の生活
保護受給者数は都内でもトップレベルで区の財
政における負担も年々増加しています。
 そこで、生活保護受給者のうち、働く意欲があ
る方に区が就職の斡旋（マッチング）を積極的
に行うことにより、雇用と区の財政問題の両方
にプラスとなるような提案をしました。実際に昨
年度から、本来は働く能力がある生活保護受給
者を対象とした就職サポートが行われています。

区有施設の有効活用
　足立区には、現在利用されていない区の施設が
多くあります。耐震性など課題もありますが、その
ような区の施設の有効的な活用を求めました。
　実際に、綾瀬にある旧東部工事事務所の施設は
改築され、期限付きですが保育園の園舎として活
用されています。また、今後、教育施設や保育施設、
福祉施設等として活用することが検討されていま
す。
　今後も、深刻になっている待機児童問題や高齢
者施設の入所待ち問題、図書館の新設など解決の

ためにも、現在利用されていない区の施設や空
き教室、空きスペースなどを有効に活用すること
を求めていきます。

次のステップへ
生まれて安心、暮らして安全の足立区に              

特色のある街づくり
　足立区内にある公園や図書館などの施設は、ど
こも似たようなものになっています。
　目的別公園の設置や専門性のある本を貯蔵する
図書館（例えば子育てや教育関係の本が充実して
いる図書館、また理工学関係の本が充実している
図書館など）、地域ごとの地理的要因や歴史など
もふまえた「特色ある街づくり」を進めます。

生涯現役、知恵とご経験を社会に活かす　　       

高齢者の社会参加
　高齢者というと区にとって負担の面だけがクロー
ズアップされがちです。しかし、長く人生を経験
されてきた高齢者の皆さんには、私たち若い世代
にない経験と知識が豊富にあります。
　区の抱える問題に、高齢者の皆さんのお知恵を
お借りし、時には引退された方を再雇用するなど、
そのお力を最大限生かせる取り組みを進めます。

若い才能を足立で発掘！  　   　　　　 　　　　

文化・芸術の街あだちの発信
　東京芸術大学をはじめ多くの大学が足立区で開
校するなど、新しい風が起きようとしています。足
立は、伝統を生かしながらも、学生を中心とした
若い文化も取り入れた「新しい文化の発祥の地」と
なりえます。
　具体的には、数多くある文化芸術関係の展覧会
や賞を統一した「総合芸術祭（仮称）」を開催し、
若い芸術家・文化人を発掘し、「文化･ 芸術の街 あ
だち」の発信を目指します。

足立区では、こんな事業が始まっています。

長谷川たかこさんの実績を高く評価します

江 田 五 月 蓮　　舫  内 山 晃 大河原雅子 藤 末 健 三
参議院議員 参議院議員 衆議院議員 参議院議員 参議院議員

 活動や政策の詳細はホームページをご覧ください

http://www.takahase.com info@takahase.comご意見・ご要望は
Ｅメールへ

区民の皆様のご意見とこれまでの実績をもとに、次の課題をピックアップしました。
長谷川たかこはこれからも区民の皆様とともに歩み、政策実現に挑戦します。
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